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本稿では、ヨーロッパ言語共通参照枠 (CEFR - Common European Framework of 












の期末口頭試験である。「初級日本語 げんき II」（坂野ら 2011）の第 18 課〜第 23
課までをカバーし、初級後半、CEFR の A2〜B1 と考えられるレベルである（表１
参照）。 
 

































9％に値する内容である。評価は①、③、④を Part A、③を Part B として各パート
15 点、合計 30 点とした。評価項目は、1）表現のバラエティ（3 点）、2）正確さ（3
点）、3）流暢さと発音（2 点）、4）コミュニケーション・スキル（2 点）、5）タス
ク完了（タスクにつき各 2 点）である。 






























べる」という言語活動を JFS で見てみると、表２（1）のようなものがある。 
 




























































Part A の①、③、④は「やりとり」の性質に近く、Part B の②ロールプレイは「や
りとり」を想定していたが、表 3（2）にある特徴にあるように「練習しておけば」と
いう「産出」の「条件」の特徴があり、このことから評価の観点や評価項目を Part 




表 3「産出」と「やりとり（相互行為）」の 「条件」「話題・場面」特徴の比較 
レベル 
やりとり 産出 


































































      す。子供が外で遊ぶのは危ないから、外に出ないほうがいいです… 
Student (S)1：すみません、もう一度いってくれませんか。 
T2: はい。外で遊ぶのはとっても危ないから、外で遊ばないほうがいいです。うち 


































































    いいと思います。運動は、運動は、とても…あ、あ、日本語で、すみません、 





    いるは、えーと、元気、子どもは元気にな、な、なり、なり、ならないです。 




































(1) 表２は「みんなの Can-do サイト」（https://jfstandard.jp/cando/top/ja/render.do）から抽出し
たものを紙面に合わせて表を加工したものである。表内の網掛け、点線は筆者による。 
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